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お 知 ら せ

第2回　チーム医療CE研究会西日本主催
呼吸ケアセミナー人工呼吸器編

　＊ 3学会合同呼吸療法認定士資格の取得および更新に
必要な点数は取得できません．

受 講費：一般 4,000円/会員 3,000円（チーム医療 CE研究
会正会員・兵庫県臨床工学技士会会員）
申し込み方法：ホームページよりお申し込みください．
http://www.eonet.ne.jp/~tmce‒west/
問い合わせ先：チーム医療 CE研究会西日本事務局
　〠 554‒0012　大阪府大阪市此花区西九条 5‒4‒8
　大阪暁明館病院臨床工学科
　E‒mail ce‒west@maia.eonet.ne.jp

日　時：2015年 5月 16日（土）10：00～14：00
会　場：エル・おおさか（大阪府大阪市中央区北浜東3‒14）
プ ログラム：講演 1「基本が解かれば怖くない！目指せ！
独り立ち‼」／講演2「アラーム設定の意味と対処法」／ 
講演 3「人工呼吸器装着中のケア」／展示・実演・実習
ブース
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お 知 ら せ

第 6回　顔面神経麻痺リハビリテー
ション技術講習会

　　　　言語聴覚士）
会　場：東京大学伊藤国際学術研究センター
受講費：5,000円（学生無料）
対　象： 顔面神経麻痺のリハビリテーションに興味のあ

る方
申 し込み先：第 38回日本顔面神経学会運営事務局
　株式会社　ドゥ・コンベンション内
　〠 101‒0063　東京都千代田区神田淡路町 2‒23，5 F
　Tel 03‒5289‒7717　Fax 03‒5289‒8117
　E‒mail jsfnr38‒office@umin.ac.jp
　申し込み方法：「第 38回日本顔面神経学会」のWebサ
イト（http://jsfnr38.umin.ne.jp/）をご覧ください．

日　時：2015年 6月 10日（水）13：00～17：00
内　容： 顔面神経麻痺に対するリハビリテーションの概

要，評価法，外科的治療法についての講演
講　師： 栢森良二（帝京平成大学健康メディカル学部），

古田　康（手稲渓仁会病院耳鼻咽喉科・頭頸部
外科），上田和毅（福島医科大学形成外科），立花
慶太（大阪労災病院，理学療法士），森嶋直人（豊
橋市民病院，理学療法士），飴矢美里（愛媛大学
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お 知 ら せ

平成 27 年度　畿央大学ニューロリハ
ビリテーションセミナー

内　容： ニューロリハビリテーションの臨床のための根
拠となる　①　損傷脳の再組織化と機能回復の神
経機構，②　運動失調症に対するニューロリハビ
リテーション，③　Parkinson病に対するニュー
ロリハビリテーション，④　半側空間無視に対す
るニューロリハビリテーション，⑤　失行症に対
するニューロリハビリテーション，⑥　慢性痛に
対するニューロリハビリテーション，⑦　脳卒中
後の運動麻痺に対するニューロリハビリテー
ション，⑧　神経科学を用いたクリニカルリーズ
ニング・症例検討について学ぶ．

定　員：280名
受講費：10,000円
主　催：畿央大学
講　師： 畿央大学　森岡　周（教授），松尾　篤（准教授），

冷水　誠（准教授），前岡　浩（助教），岡田洋平
（助教），信迫悟志（客員講師），大住倫弘（特任助
教）他

会　場： 畿央大学（奈良県北葛城郡広陵町馬見中 4‒2‒2）
申 し込み先：詳細は畿央大学ホームページ（http://www.
kio.ac.jp/）をご覧ください．
申 し込み締め切り：定員になり次第締め切ります．

■機能編 A
日　時：2015年 6月 13日（土），14日（日）
内　容： ニューロリハビリテーションを応用するための

基盤となる　①　姿勢バランスの神経機構，②　運
動学習の神経機構，③　上肢運動の神経機構，④　
注意の神経機構，⑤　言語の神経機構，⑥　記憶の
神経機構，⑦　視覚・体性感覚の神経機構，⑧　情
動の神経機構について学ぶ．

■機能編 B
日　時：2015年 10月 24日（土），25日（日）
内　容： ニューロリハビリテーションを応用するための

基盤となる　①　歩行の神経機構，②　道具操作の
神経機構，③　ワーキングメモリの神経機構，④　
ボディーイメージの神経機構，⑤　運動イメージ
の神経機構，⑥　痛みの神経機構，⑦　共感の神経
機構，⑧　社会性の神経機構について学ぶ．

■病態・臨床編
日　時：2016年 2月 27日（土），28日（日）
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お 知 ら せ

第 20 回　3 学会合同呼吸療法認定士
認定講習会および認定試験

19回（2014年）の場合，受講が免除される認定試験は第
20回（2015年）認定試験および第21回（2016年）認定試験．
　なお，受講免除者は，申請書類のうち，臨床経験を証
明する「実務経験証明書」の提出は不要となります．た
だし，受講免除者であることを証明する書類として，受
講票，受験票，試験結果通知書のいずれか（コピー可）を
提出していただきます．
2．認定試験の日程・会場・受験料
日　程：11月中旬～下旬の日曜日
会　場：東京都内
受講料：10,000円
※日程，会場は 7月上旬頃に決定する予定です．
■受講・受験申し込み方法について
〔講習会受講希望者への実施要領（申請書類）の配布およ
び申込み方法〕※定員 4,800名
ダウンロード可能期間：2015年 3月 2日（月）10：00～3
月 31日（火）17：00
＊ 実施要領（申請書類）の入手方法はダウンロードのみ．
受付期間： 2015年 4月 15日（水）8：00～4月 22日（水）

17：00
〔講習会受講免除希望への実施要領（申請書類）の配布お
よび申込み方法〕※定員なし
ダウンロード可能期間：2015年 5月 8日（金）10：00～6
月 12日（金）17：00
＊ 実施要領（申請書類）の入手方法はダウンロードのみ．
受付期間：ダウンロード開始日～6月 30日（火）
＊ 講習会受講の申し込み方法は，申請者の居住地による
不公平をなくすため，『特定記録郵便』による郵送に限
ります．その他の方法（直接持参するなど）での申請は
受け付けません．申し込みが定員に達した場合は，「受
取拒否」として申請書類をそのまま返却します．申請
書類の受付は，受付開始日時以降に申請書類を郵便局
に持参された日時が早い順となります．
実 施要領の入手方法：実施要領（申請書類）はダウンロー
ド可能期間内にすべてホームページから入手できます．
問 い合わせ先：
　3学会合同呼吸療法認定士認定委員会事務局
　〠 113‒0033　東京都文京区本郷 3‒42‒6　NKDビル 7 F　
公益財団法人　医療機器センター内
　Tel：03‒3813‒8595　Fax：03‒3813‒8733
　http://www.jaame.or.jp/
　＊ 講習会受講者→「講習会受講」係，受講免除者→「受
講免除」係

　＊ 電話でのお問い合わせは，祝祭日を除いた月曜から
金曜の 10時～12時と 13時～17時まで．

　3学会（特定非営利活動法人日本胸部外科学会，一般社
団法人日本呼吸器学会，公益社団法人日本麻酔科学会）
合同呼吸療法認定士認定委員会は，学会認定制度による
「3学会合同呼吸療法認定士」の認定を行うため，標記認
定講習会および試験を下記の通り実施します．
■認定講習会について
1．受講資格　次の 1），2）ともに満たすこと
　 1）次のいずれかの免許および実務経験年数を有する
者（実務経験は免許登録日以降，申請書類提出日までと
する）．a．臨床工学技士：経験 2年以上　b．看護師：経
験 2年以上　c．准看護師：経験 3年以上　d．理学療法
士：経験 2年以上　e．作業療法士：経験 2年以上
　 2）上記対象者で，受講申し込み時から過去 5年以内
に，認定委員会が認める学会や講習会などに出席し，
12.5点以上の点数を取得している者（その受講証，および
修了証の写しを受講申し込み時に添付すること）．注：第
15回（2010年）より，この条件が追加になっています．
2．講習の日程・定員・会場
日　程： A班 8月 27日（木）・8月 28日（金）/B班 8月 29

日（土）～8月 30日（日）/C班 8月 31日（月）～9
月 1日（火）/D班 9月 2日（水）～9月 3日（木）

定　員：4,800名
会　場： 品川プリンスホテルアネックスタワー 5 F　プ

リンスホール（東京都港区高輪 4‒10‒30）
受講料：20,000円
3．講習会の講義内容
Ⅰ．血液ガスの解釈，Ⅱ．呼吸不全の病態と管理，Ⅲ．
酸素療法，Ⅳ．人工呼吸器の基本構造と保守および医療
ガス，Ⅴ．気道確保と人工呼吸，Ⅵ．呼吸リハビリテー
ション，Ⅶ．人工呼吸中のモニタ，Ⅷ．呼吸不全におけ
る全身管理，Ⅸ．開胸，開腹手術後の肺合併症，Ⅹ．新
生児の呼吸管理，Ⅺ．NPPVとその管理法，Ⅻ．肺機能
とその検査法
■認定試験について
1．受験資格
　 1）第 20回認定講習会を受講した者
　 2）第 20回認定講習会受講免除者
※ 2）については下記のとおりです．過去に「認定講習会」
を受講済みの場合は，受講した年度を含めて 3年間は受
験資格が与えられます．認定講習会を受講した年度が第
18回（2013年）の場合，受講が免除される認定試験は第
20回（2015年）認定試験．認定講習会を受講した年度が第
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